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主な出来事

8/ 7福岡県居合道審査会                       福岡武道館 

  受審者数 級～五段受審まで48名（申込者全員出席） 

       称号（教士）予備審査2名 

  指定技  級・初段 全剣連居合の中より自由5本 

            但し、2級以下の受審者は、自由3本 

       二段・三段  全剣連居合の中より5本指定 

１．一本目（前）     ２．二本目（後ろ） 

３．三本目（受け流し）  ４．六本目（諸手突き） 

５．七本目（三方切り） 

       四段・五段 １．古流の中より1本自由（中伝以上）最初に抜く 

             ２．二本目（後ろ）    ３．三本目（受け流し） 

             ４．六本目（諸手突き）  ５．七本目（三方切り） 

  合格者  級受審    4名             初段受審      12名 

       二段受審   12名             三段受審       6名 

はじめに 

早いもので立秋も過ぎたが、猛暑はなかなか治まらず、一向に秋の気配は見えて来ませ

ん。皆さんは日々暑さの中、元気に稽古に励んで居られる事とおもいますが、今しばらく

の辛抱です。暑さ寒さも彼岸までと言います。やがて涼しくなりすぐに寒い寒いと言うよ

うになります。 

海外のことわざに、『Time and tide wait for no man 』(時と季節は人を待たない)と言

うことわざがある。また中国の陶淵明という人の詩に『盛年重ねて来らず、一日再び明日

成り難し、時に及んで当に勉励すべし、歳月は人を待たず』( 若い盛んな時代は二度と

やって来ない、一日に二度の朝はない、この機会に努力すべきである、時の流れは人を待

ってはくれない。) 

日本にも『光陰矢の如し』と言うことわざがあります。今この時を大切に稽古に励みま

しょう。 



       四段受審   4名             五段受審       1名 

 

8/ 7第46回全日本居合道大会選考会               福岡武道館 

  福岡県居合道審査会終了後、第46回全日本居合道大会出場選手の最終選考会が実施され、 

以下の選手が選ばれました。ご声援 宜しくお願いします。 

          正 選手（敬称略）   補欠（敬称略）          

七段の部  馬場清治（飯塚同）  小川内泰生（八女同） 

六段の部  世利慎吾（粕屋同）  吉野龍雄 （千代剣） 

五段の部  徳永靖子（北九同）  高嶋憲一郎（武揚館） 

監督    堀江征男（北九同）  

コーチ   小田信秋（無心館）  國方孝之（錬心館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９・１０・１１月の予定 

・9/10～11 第38回居合道中央講習会                  京都市 

・9/19 （月）福岡県居合道講習会（伝達講習会）            福岡武道館 

・9/25 （日）福岡県居合道稽古会                   福岡武道館 

・10/22（土）第46回全日本居合道大会                 愛媛県 

・11/12 (土) 教士称号筆記試験                    大濠会館 

・11/19（土）居合道段位審査会（６・7段）              東京都 

  

  

審査会スナップ 


